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創
立
40
周
年
記
念
式
典
を
開
催

　

11
月
９
日（
水
）、
倉
吉
未
来
中
心
小
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
創
立
40
周
年
記
念
式
典
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
藤
井
鳥
取
県
副
知
事
や
石

田
倉
吉
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
た
く
さ
ん

の
ご
来
賓
と
、
教
職
員
、
在
学
生
、
卒
業

生
等
約
２
５
０
人
が
参
加
し
て
、
盛
大
に

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
一
部

の
式
典
を
前
に
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー「
40
年
の

あ
ゆ
み
」を
上
映
し
、
昭
和
46
年
の
開
学
か

ら
の
40
年
間
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
山
田
修
平
理
事
長
・
学
長

が「
改
革
と
基
本
を
大
切
に
し
、
地
域
の

方
に
支
え
ら
れ
て
40
周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
、
卒
業
生
も
山
陰
両
県
を
中
心
に

１
１
，０
０
０
人
を
超
え
た
。
今
後
も
基
本

を
大
切
に
し
、
学
生
の
夢
を
実
現
す
る
と

と
も
に
地
域
に
貢
献
す
る
大
学
と
し
て
未

来
を
見
据
え
て
い
き
た
い
」と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
ま
た
長
年
本
学
の
教
育
を
支
え
、

学
生
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
安
部
和
臣

さ
ん（
鳥
取
短
期
大
学
と
地
域
の
発
展
を
推

進
す
る
会
前
会
長
）を
は
じ
め
地
元
経
済
団

体
や
大
学
関
係
者
10
人
に
感
謝
状
と
記
念

品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

厳
か
な
う
ち
に
も
、
未
来
へ
向
け
た
新
た

な
決
意
の
こ
も
っ
た
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

▲安部さんへの感謝状贈呈

　

第
二
部
で
は
記
念
演
奏
会
と
し
て
中
嶋

由
紀
子
さ
ん(

倉
吉
市
出
身)

の
ピ
ア
ノ
独

奏
と
、
白
石
由
美
子（
幼
児
教
育
保
育
学
科

教
授)

に
よ
る
歴
代
学
長
に
さ
さ
げ
る
曲
の

独
唱
、
最
後
に
中
嶋
さ
ん
と
白
石
教
授
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

▲ 中嶋さん（左）と白石教授（右）の
ジョイント演奏

No.31

日
本
の
大
衆
文
化

　

最
近
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
を

見
る
と
、
韓
流
も
の
が
多
く
な
っ

た
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
火
付
け

役
の
ド
ラ
マ
は
も
ち
ろ
ん
、
若
者

を
中
心
に
人
気
が
出
て
い
る
Ｋ
―

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ま
で
、
そ
の
幅
も
広
く
な

り
ま
し
た
。

　

１
９
９
８
年
、
韓
国
で
日
本
の

大
衆
文
化
が
全
面
開
放
さ
れ
る
ま

で
は
、
一
部
の
歌
謡
曲
が
流
行
し

た
く
ら
い
で
、
日
韓
共
に
大
衆
文

化
の
交
流
が
盛
ん
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
中

で
も
、
日
本
の
ア
ニ
メ
と
マ
ン
ガ

は
韓
国
で
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ア
ニ
メ
は
、
１
９
７
０
年
代
か

ら
日
本
の
作
品
を
放
送
し
、
私

は
、「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
や「
キ
ャ
ン

デ
ィ
・
キ
ャ
ン
デ
ィ
」、「
銀
河
鉄

道
９
９
９
」な
ど
を
、
小
さ
い
時
に

楽
し
み
ま
し
た
。
多
分
、
日
本
よ

り
５
〜
10
年
ぐ
ら
い
遅
れ
て
放
送

さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
の
マ
ン
ガ
の
人
気
が
出
始

め
た
の
は 

、
１
９
９
０
年
前
後
に

「
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
」と「
ス
ラ
ム
ダ

ン
ク
」、「
北
斗
の
拳
」な
ど
が
出
版

さ
れ
た
時
か
ら
で
す
。
ち
ょ
う
ど

高
校
生
だ
っ
た
私
も
、
夢
中
に
な
っ

て
読
ん
だ
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
の
大
衆
文
化
開
放
が
遅
れ

た
の
は
、
歴
史
上
の
こ
と
な
ど
を

理
由
に
、
長
い
間
日
本
文
化
を
受

け
入
れ
な
い
政
策
を
取
っ
て
い
た

た
め
で
す
。

　

し
か
し
、
ア
ニ
メ
や
マ
ン
ガ
は
、

セ
リ
フ
や
役
名
を
韓
国
語
に
す
る

こ
と
で
、
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
を
消

す
こ
と
が
可
能
な
上
に
、
特
に
ア

ニ
メ
の
場
合
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
、

と
て
も
優
れ
た
作
品
が
多
か
っ
た

の
で
、
自
然
に
入
っ
て
来
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

 

今
も
日
本
の
ア
ニ
メ
と
マ
ン
ガ

は
人
気
で
、
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の

作
品
は
い
つ
も
話
題
に
な
り
ま
す

し
、
先
日
、
販
売
部
数
で
ニ
ュ
ー

ス
に
な
っ
た
マ
ン
ガ「
ワ
ン
ピ
ー

ス
」も
、
長
い
連
載
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
若
者
を
中
心
に
人
気
が
続

い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
交
流

や
旅
行
で
鳥
取
県
中
部
を
訪
れ
る

韓
国
人
に
、
北
栄
町
の「
青
山
剛
昌

ふ
る
さ
と
館
」を
紹
介
す
る
と
、
大

変
喜
ば
れ
ま
す
。

　

倉
吉
を
舞
台
に
し
た
マ
ン
ガ『
遥

か
な
町
へ
』の
作
者
谷
口
ジ
ロ
ー
氏

も
、
韓
国
で
開
催
さ
れ
た「
２
０
１
０

国
際
マ
ン
ガ
サ
ミ
ッ
ト
」で
海
外
作

家
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
芸
術
性
の

高
い
マ
ン
ガ
を
は
じ
め
、
多
様
な
日

本
の
ア
ニ
メ
や
マ
ン
ガ
が
、
多
く
の

韓
国
人
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
海
外
で
も
人
気
の
高
い
作

家
谷
口
ジ
ロ
ー
氏
の
原
画
展
が
、

今
月
17
日（
土
）
か
ら
倉
吉
博
物
館

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

▲ 世界６か国で出版されている、
谷口ジロー氏の『遥かな町へ』
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倉吉未来中心（あ２３―５３９０／い４７―０２５５）、倉吉交流プラザ：（あ４７―１１８１／い４７―１１８０）

倉吉未来中心　大ホール

■ ２０１１年 エル・カンターレ祭
と　き：１２月６日（火）１９：００～２０：００
■ 奇跡のりんごの木村秋則講演会
と　き：１２月８日（木）１８：３０～２０：３０
■ 第２５回鳥取県民チャリティー芸能フェスティバル
と　き：１２月１１日（日）１０：００～１５：００
■ ベーゼンドルファーピアノ演奏体験
と　き：１２月１６日（金）１４：００～２０：００
　　　   １７日（土）９：００～２０：００
■ バレエ くるみ割り人形 全２幕
と　き：１２月２４日（土）１４：００～１６：３０
■ 「県民による第九」第６回倉吉公演
と　き：１２月２５日（日）１４：００～１６：００

■ 「眠れてますか？睡眠キャンペーン」１市４町共同講演会
と　き：１２月６日（火）１３：３０～１６：３０
■ 第２２回 ＰｉａｎｏＬｉｔｔｌｅＣｏｎｃｅｒｔ
と　き：１２月１０日（土）１３：３０～１６：３０
■ アザレアのまち音楽祭２０１１
　リサイタル・シリーズｖｏｌ．１１
　佐々木まゆみソプラノリサイタル
と　き：１２月１１日（日）１４：００～１６：００
■ クリスマスお祝い会（聖テレジア幼稚園）
と　き：１２月１７日（土）９：３０～１２：００
■ 森田真美ピアノ教室 第１１回ピアノ発表会
と　き：１２月１７日（土）１８：００～２０：３０
■ Ｂコンサート
と　き：１２月１８日（日）１５：００～１６：４５
■ トライフォース クリスマスライブ
と　き：１２月２２日（木）１８：３０～
■ クリスマスおゆうぎ会（倉吉愛児園）
と　き：１２月２３日（金・祝）１０：００～１１：３０
■クリスマス・ダンスパーティ

と　き：１２月２３日（金・祝）１３：３０～１６：００　
■ 宗

むねひろ

廣ピアノ教室発表会
と　き：１２月２４日（土）１４：００～１６：３０
■ ピアノ・エレクトーン発表会
と　き：１２月２５日（日）１３：３０～１６：３０

■ 第１０回手作り＆雑貨マーケット ｉｎ くらよし
と　き： １２月１０日（土）９：００～１９：００
　　　   １１日（日）９：００～１６：００
■ パイプオルガンを弾いてみよう！
と　き： １２月１７日（土）９：００～１６：００
■ パイプオルガンスペシャルコンサート
と　き： １２月１８日（日）１２：００～１３：００
■ みらい音楽堂ｖｏｌ．６
　～マリンバの魅力満載！クリスマスコンサート～
と　き： １２月２４日（土）１２：００～１２：４５
■  蔵好骨董祭り
と　き：１２月２５日（日）９：３０～１４：３０

■ フリーマーケット「くらよし大市」
と　き：１２月２５日（日）９：００～１２：００

ふれあい広場

倉吉未来中心　アトリウム

倉吉未来中心　小ホール

　
　

展
覧
会
・
展
示
会

《
百
花
堂
》　

■
森
茂
樹
個
展
〜
５

日　

■
吉
田
公
之
介
織
展
７
日
〜

12
日　

■
小
原
雅
也
個
展
14
日
〜

19
日　

■
あ
り
の
み
工
房
古
澤
順

子
展
21
日
〜
26
日　

《
リ
フ
レ
プ
ラ
ザ
倉
吉
》　

■
Ｈ
Ｉ

Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
リ
ー
ス
展
15
日
〜
28
日

■
企
画
展
・
河
原
條
秀
樹
写
真
展

１
月
４
日
〜
13
日



（27）平成 23.12

　

　

市立図書館
倉吉市立図書館 あ４７―１１８３/い４７―１１８０
せきがね図書館 あ /い４５―２５２３

今月のオススメ

倉吉博物館
あ２２―４４０９/い２２―４４１５

倉吉博物館講座『くらよしの魅力再発見』⑦

創作文華展体験講座「切り絵」

　幅広い芸術活動の発表

の場として例年３月に開

催している倉吉市創作文

華展は、今年度で３５回目

を迎えます。この一部門

である「切り絵」に親しむ

体験講座を開催します。

　切り絵は黒い紙を切り

抜いて制作する絵画です。

今回の体験講座では、色

紙サイズの制作に挑戦し

ます。白と黒のコントラストが魅力の切り絵を楽しん

でみませんか。

と　き： １２月１１日（日）午後１時３０分～

ところ：倉吉博物館

定　員：２０人（先着順）

　　　　      ※要申込

参加費： ２００円

　　　　※ 制作道具は博物館が

準備します。

展覧会・催し　

鳥取県高校美術展

　鳥取県内各高校の美術部生徒の作品展です。

　絵画・デザイン・彫刻などを展示します。なお、最

終日の展示は午前中までです。

会　期：１２月１１日（日）まで

※常設展（考古・歴史民俗資料館）も開催しています。

▲初めてでも楽しめます

　１２月の休館日　

　　５日、１２日、１９日、２６日、２９日～３１日

「おまえさん　上・下」

宮部 みゆき／著　講談社

　瓶
か め

屋の主人が斬り殺され、“ぼんくら”

同心・井筒平四郎は調べに乗り出す。

その斬り口は、前にあがった身元不明

の亡がらと同じだった。シリーズ第３

弾。文庫版もあり。

「モナミは世界を終わらせる？」

はやみね かおる／著　角川書店

　「世界の大事件と、おまえを中心に

学校で起きることが同調している」 突

然現れた男にそう言い放たれた真野萌

奈美。なぜ同調が起こるのか? 大がか

りなトリックに挑む。

「クリスマスのこねこたち」

スー・ステイントン／文
アン・モーティマー／絵

まえざわ あきえ／訳　徳間書店

　３匹の子猫たちはサンタクロースの洋

服だんすにある赤い袋がお気に入り。と

ころがある日、袋がなくなって…

特許情報相談会
と　き： １２月２０日（火）①午後１時３０分～②午後２時

３０分～③午後３時３０分～

ところ：交流プラザ 第２研修室（要申込）

○
○ ◇ △
□
○ ◇

１２月の休館日
カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３
5・12・19・24・26・29～31 は休館日

22は資料整理休館日

○おはなしかい（14：00 ～）倉

◇あかちゃんのおはなしかい（11：00 ～）倉
□むかし話をきく会（14：00 ～）倉

△おはなしかい（10：30 ～）関

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

▲ 切り絵「龍」（齋
さいごう

江松童 作）

「レンタルロボット」

滝井 幸代／作　学研教育出版

　「ロボットかします」という店を見つ

けた健太は、自分のこづかいで弟ロボッ

トを手に入れる。最初は楽しい日々が

続いたが……。



　

倉
吉
市
の
新
た
な
顔
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
っ
た
倉
吉
駅
。
11
月
１

日（
火
）
に
は
１
階
に
観
光
案
内

所
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、

物
産
館
く
ら
よ
し
駅
ヨ
コ
プ
ラ
ザ

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

エ
キ
パ
ル
倉
吉
観
光
案
内
所
に

勤
め
る
森
本
さ
ん
に
、
エ
キ
パ
ル

倉
吉
で
提
供
さ
れ
る
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
内
容
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞

き
ま
し
た
。

　

「
ま
ず
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ

ー
で
は
月
曜
日
・
祝
日
を
除
く
日

に
、
住
民
票
や
戸
籍
謄
本
、
所
得

証
明
、
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
各

種
証
明
書
の
交
付
を
し
て
い
ま
す
。

平
日
、
仕
事
な
ど
の
都
合
に
よ
り

市
役
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い

人
に
は
便
利
だ
と
思
い
ま
す
」

　

ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ

ー
と
同
じ
場
所
に
観
光
案
内
所
が

あ
り
ま
す
。
観
光
案
内
所
で
は
３

人
の
職
員
が
交
代
で
勤
務
を
し
て

い
て
、
中
部
の
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
・

グ
ル
メ
情
報
が
載
っ
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
を
準
備
し
、
観
光
客
に

中
部
の
魅
力
に
つ
い
て
情
報
発
信

し
て
い
ま
す
。

　

「
観
光
客
の
皆
さ
ん
は
、
観
光

地
や
温
泉
巡
り
、
グ
ル
メ
、
新
し

く
な
っ
た
倉
吉
駅
を
見
る
た
め
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
目
的
を
持
っ
て

こ
こ
に
来
る
の
で
、
幅
広
い
質
問

を
受
け
ま
す
。
そ
れ
ら
に
し
っ
か

り
答
え
ら
れ
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か

ら
情
報
収
集
に
努
め
、
中
部
で
開

催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
お
店
な
ど

に
は
積
極
的
に
出
か
け
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
集
め
た
情
報
は
、

資
料
と
し
て
ま
と
め
、
職
員
全
員

が
質
問
に
対
応
で
き
る
よ
う
情
報

共
有
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
客
の
中
に
は
韓
国
・

中
国
を
中
心
と
し
た
外
国
人
も
い

ま
す
。
倉
吉
駅
に
は
韓
国
語
・
中

国
語
な
ど
を
話
せ
る
職
員
が
い
る

の
で
、
そ
の
人
に
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
、
時
刻
表
や
バ
ス
の
乗
り

方
な
ど
、
旅
行
を
す
る
と
き
に
必

要
な
情
報
を
訳
し
た
資
料
も
作
成

し
て
ま
す
。

　

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
観
光
客

以
外
に
も
、
地
元
の
人
が
取
り
に

来
て
、
お
い
し
い
お
店
を
見
つ
け

る
参
考
に
さ
れ
て
い
ま
す
」

　

さ
ら
に
、
観
光
案
内
所
の
入
口

付
近
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
が
設
置
し

て
あ
り
、
誰
で
も
自
由
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
検
索
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
人
気
の
お
土
産
や
お
店
の
こ

と
な
ど
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ

ば
気
軽
に
観
光
案
内
所
に
来
て
く

だ
さ
い
」

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
展
覧
会
な
ど

が
開
催
で
き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
や

飲
食
店
な
ど
の
施
設
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
倉
吉
駅
は
通
勤
・
通
学

や
観
光
客
な
ど
特
定
の
人
が
利
用

す
る
場
所
か
ら
、
地
元
の
人
も
利

用
で
き
る
便
利
な
施
設
に
な
っ
て

い
ま
す
。
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●倉吉市の人口
（基本台帳）

23,776人（－ 17）男

26,491人（－ 28）女

50,267人（－ 45）計

20,465世帯（－  11）

77人（－ 　1）男

173人（＋ 　1）女

250人（± 　0）計

  212世帯（＋ 　1）

●外国人登録者数
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エ
キ
パ
ル
倉
吉
か
ら

　
　
　
　
　

倉
吉
の
元
気
を
発
信
！

エ
キ
パ
ル
倉
吉
観
光
案
内
所　

森
本　

結
未
さ
ん

  ▲ エキパル倉吉観光案内所前

  ▲ 中部のイベント情報やお店など

について調べた内容をまとめて

資料を作成

　

平
成
23
年
最
後
と
な
る
市
報
く
ら
よ
し
12
月
号
を

お
届
け
し
ま
す
。今
年
も
そ
ろ
そ
ろ
１
年
を
振
り
返
る

時
期
に
な
り
ま
し
た
。
今
、
市
政
主
要
ニ
ュ
ー
ス
の
取

り
ま
と
め
を
し
て
い
ま
す
が
、年
明
け
の
豪
雪
被
害
に

始
ま
り
、
東
日
本
大
震
災
、
台
風
の
襲
来
な
ど
多
く
の

自
然
災
害
が
発
生
し
た
１
年
で
し
た
。
一
方
で
、
Ｊ
Ｒ

倉
吉
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
天
皇
、皇
后
両
陛
下
が
本

市
を
訪
問
さ
れ
る
な
ど
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
10
月
か
ら
募
集
し
て
い
た「
倉
吉

市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」に
は
、１
，０
０
０
点
を

超
え
る
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。わ
れ
わ
れ
の
予
想
を
は

る
か
に
超
え
る
数
で
、担
当
者
は
、正
に「
う
れ
し
い
悲

鳴
」
を
毎
日
上
げ
て
い
ま
し
た
。
平
成
24
年
１
月
号
に

は
、
華
々
し
く（
!?
）、
新
し
い「
倉
吉
の
顔
」
を
皆
さ
ん

に
ご
紹
介
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、１
年
間
、お
疲
れ
さ
ま
で
し
た（
Ｙ
・
Ｔ
）

　

11
月
６
日（
日
）
に
倉
吉
駅
前
で
行
わ
れ
た
ば
え
ん

祭
の
取
材
に
行
き
ま
し
た
。雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り

と
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、サ
ン
バ
隊
な
ど
の
パ

レ
ー
ド
や
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
、
ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
、
か

ご
か
き
レ
ー
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、

多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
祭
の
最
後
に
は
、
ば

え
ん
祭
の
た
め
に
結
成
さ
れ
た
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
Ｋ

Ｒ
Ｓ
48
が
、
ば
え
ん
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
し
た
。
Ａ
Ｋ
Ｂ

48
に
負
け
な
い
く
ら
い
元
気
あ
ふ
れ
る
ダ
ン
ス
は
会

場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ば
え
ん
ダ
ン
ス
は
、

ダ
ン
ス
も
曲
も
こ
の
祭
の
た
め
独
自
に
作
成
さ
れ
た

も
の
だ
そ
う
で
す
。こ
う
し
た
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の
成

功
の
陰
に
は
、何
か
月
も
前
か
ら
協
力
し
た
多
く
の
人

た
ち
の
努
力
が
あ
る
と
思
う
と
、本
当
に
頭
が
下
が
り

ま
す
。（
Ｋ
・
Ｉ
）


